
日時：令和３年８月６日（金） １４時００分～１６時１５分 

場所：４階多目的ホール 

 

資料の訂正  資料№３ 鯖江市総合戦略 ＫＰＩ（主な重要業績評価指標）一覧について 

１ページ目上段 青色△「目標値を達成」（４４）４６％、黄色△「改善したが目

標値には達成しない」（６）６％、赤色△「後退した」（３０）３１％を 

青色△の数値を（４６）４８％と、黄色△の数値を（５）５％と、赤色△の数値を 

（２９）３０％と訂正 

この訂正の原因 ①資料５ページ ＫＰＩ指標４８番「元気生活率（全高齢者に

占める介護認定を受けていない人の割合）」を順調に推移するものに該当 青色表

示に変更。②資料７ページ ＫＰＩ指標７３番「橋梁長寿命化に伴う修繕箇所数」

を青色表示に変更。 

 

次第のとおり進行 

 

資料３「鯖江市総合戦略 ＫＰＩ（主な重要業績評価指標）一覧」の説明 

政策経営部長    全体説明。８０指標中 順調４６指標４８％、改善したがスピードが遅

い５指標５％、後退している２９指標３０％。進捗が今ひとつと思われる

青以外のＫＰＩについて、各担当部長から内容を説明する。 

産業環境部長  ４ 成長分野等新技術開発補助金の採択数だが、この事業をコロナ対応事業

に組み替えたため実施しなかった。横バーに変更する。 

       １１ テレワークや時短勤務、女性が働きやすい環境を整備していく事業とし

て１件の取組みがあった。その他はコロナ対応事業に組み替えて実施し

た。令和６年に向けては１０件に向けて、進めていく。 

政策経営部長 ２０ 国機関の社人研では若者（１５歳から２９歳）の社会増減について１３

人ずつ減っていく推計がされている。この現象を食い止めていこうとす

るもの。Ｒ２は残念ながら１０名の減少となった。３人戻した。今後３０

人にむけては届いていない。 

総務部長   ２１ 提案事業 具現化に修正。地域活性化プランコンテストの採択件数が 

０件（６つの提案）継続的にすすめていく。 

       ２２ ＪＫ課自主企画数。１件で策定時より減っている。オンラインミーティ

ングなど対応したが、コロナによって実施が難しかった。今年度も引き続

き委嘱し活動を進めているが、コロナ終息後進める。 

政策経営部長 ２４ 移住相談件数で策定時は７１件あったが、Ｒ２は３７件、非常に目標に

ほど遠い結果。県や市のＵＩターン等で移住定住の相談を受けているが、

コロナのため中々実施できず。 

教委事務部長 ３０ 行政出前講座の参加者数について１０００人を１３００人に伸ばす。 

Ｒ２は落ちこんだ。コロナ禍の影響。小中学校休校、公民館休館、６月末

まで時間制限等で人数が落ち込んだ。前期２４５人、後期４９０人に。 



Ｒ３は４，５月の２か月で３３２人で昨年を超えている。今年度は目標達

成できそう。 

総務部長   ３１ まちづくりの提案する団体数 ５１にとどまった。策定時と変わらない 

提案型は増えたが、基金事業が伸び悩み 

       ３２ まちづくりの提案事業数 提案型は増えたが、、基金事業が伸び悩み 

       ３３ 提案型市民主役事業の募集事業数は１０４件と伸びている。別にまちづ

くり基金事業を実施している。基金事業に提案をする団体数と事業数を

指標化 市民主役の活発化の指標 コロナ ６３にとどまった 

       ３４ １０地区のまちづくりイベント参加者数 各地区の融和と協働のまち

づくり事業の交付金等によってイベント等を実施している コロナ禍に

よってイベント中止が相次いだ。 

政策経営部長 ３５ シェリングエコノミーの登録数を策定時の２４を５５件まで増やす。Ｒ

２は主要なプラットフォーマーの数値で２１件、車 駐車場の共有。 

産業環境部長 ３６ 年間観光客Ｒ２ ９５万人、１９０万人を目指している。策定時１８８

万人がコロナの影響でつつじまつり、越前漆器まつりの中止。 

       ３７ 産業観光施設の年間来館者数。めがねミュージアム、うるしの里、石田

縞手織りセンター３施設の来館者数。３０万人を目指しているが、Ｒ２が

１７万人となり、コロナの影響 観光客の減少。 

政策経営部長 ３８ 出生数。４年間の平均値。策定時はＨ２７からＨ３０の平均値で５８２

人となっている。Ｒ３からＲ６までで６２０人を目指している。増加する

目標にしている。今回のＨ２９からＲ２までの４年間の平均値５６５人

で減少、コロナによる産み控え、過去５年の出生数は２８年：５６７人、

２９年：５５９人、３０年：６０４人、１年：５６１人、２年：５３７人 

健康福祉部長 ４３ 子育てサポーター登録者数 地域や子育て支援センターに登録するボ

ランティア 養成講座を受講し登録する。Ｒ２は例年２回の養成講座自

体１回しか実施できなかった。実施事業も制限された。 

       ４４ 活動率 コロナによって活動を中止などした コロナ終息により増え

る予定 

教委事務部長 ４７ 朝食を食べている児童・生徒の割合。アンケート調査を実施している。

９８を９９に目標している。横ばいで推移。 

健康福祉部長 ４９ 地域見守り体制の整備率 ８６％から１００％に向けて、地域や区長の

力を借りて見守り体制を整備している。区長へのアンケートの実施、サロ

ン事業を活用。１５３中１２９町内が実施。 

教委事務部長 ５０ 高年大学活動参加者数。策定時３７０００人を４万人にする。Ｒ２は休

校で例年４～１１開校している。クラブのみ実施。今年は９月１日 ３か

月開校。 

       ５１ 公民館 ４～５月は休館、６月中旬まで時間制限していたため、策定時

３９．３万人が２６．１万人に減った。 

総務部長   ５５ 情報利活用講座等の受講者数。デジタルファースト推進を計測していく。



Ｒ２は策定時に比べ１１４人と減っている。コロナの影響で、IT に親し

む講座はオンラインで１４回、１１４人参加した。高年大学講座は中止し

た。 

総務部長   ５７ オープンデータアプリ累計値。アプリの数が増えることによってデジタ

ルファーストを進めていく指標。策定時と同じ２５０を計上している。 

２５０については届け出ではない。現状維持にしている数値は今後把握

していく。 

都市整備部長 ６１ 道の駅西山公園の来場者数。策定時３８万人を維持する目標。コロナの

影響 感染防止対策で４月２０日から５月末まで休館していた。つつじ

のいい季節、つつじ祭りの中止 減った 

都市整備部長 ６２ 西山動物園年間来場者数  ４・１～５末まで入館禁止にしていた。２

０万人目標だが、１１万人となり、大幅に減少した。 

総務部長   ６３ つつじバス年間利用者数 つつじバスは１０．１に減った。特に４～５

月が緊急事態宣言期間にあり大きく減った 

       ６４ 福井鉄道福武線年間利用者数  福鉄も同様３７．３万人と大きく減っ

た。通勤はあまり減少しなかった。通学と定期外が大きく減った。 

総務部長   ６８ 自主防災活動実施率 出前講座、サロン事業、自主防災組織活性化事業

補助金の執行、町内での防災訓練などを行った町内数の合計を１５町内

会で割って実施率としている。２４．１％で３７件しかなかった。コロナ

の影響による。 

政策経営部長 ７４ 毎年３件の目標にしている。民間の木造住宅の耐震改修補助の件数、０

件 相談は担当課で受けている。新築にシフトしている可能性あり。 

産業環境部長 ７７ １人１日あたりのゴミが増えている。Ｒ６が８１０ｇで高めの数値目標。

コロナ禍でステイホームによってごみが増える。家庭系、事業系、搬入ゴ

ミ合わせての数値。 

       ７８ １２．３％を１７％に。Ｒ２が１１．８％と減っている。分別意識が減

ってきている。啓発を進める。 

       ７９ まち美化活動取組み団体数 ふる里さばえ美化ピカ活動支援事業を出

して実施。６件から６件で維持する目標。Ｒ２は定次町のこさらいしょう

ずをきれいにしていく活動。コロナ禍で団体活動自粛。 

       ８０ 外来植物防除活動取組み箇所 ５件から５件で維持する目標 外来植

物を駆除していく。松成町の２か所。 

政策経営部長 ８６ 財政調整基金の年度末残高 突発的な支出に対応するため積み立てる。

いわゆる貯金で年間３０億まででとどめる。Ｒ２は３０億を下回った。コ

ロナ対応財源として使ったため減った。 

       ９２ 市税の徴収率 ９９％を目標としている。現年９８．５にとどまるが、

今後進めていく。 

総務部長   ９５ 日本語教室開催数 国際交流協会開催の日本語教室および日本語サポ

ーター養成講座の数値。６０回の目標に向けて、Ｒ２は４４で策定時より



減少したが、コロナで７月まで未実施 

政策経営部長    総括。新型コロナウイルス感染拡大の影響を大きく受けた結果、多くの

指標が目標に到達できていない状況。さらに今年度におきましても引き

続きコロナ禍の渦中で、昨年までではないものの大きく影響を受ける。そ

ういった状況下でも、各部各課ではコロナ禍において、少しでも目標に到

達できるよう、工夫しながら事務事業の実施にあたる。現時点では今後の

コロナ禍の動向を推測することは困難であり、国民のワクチン接種が全

国的に進むことによる生活様式の見直しなど、大きな転機を迎えるまで

は、ＰＤＣＡサイクルのＡ（戦略の見直し・アクション）を行わない方向

で考えている。状況にもよるが、令和４年度の推進会議で、このような作

業を行いたい。 

          引き続き、資料４の説明。地方創生交付金等に係るＫＰＩの達成である。

交付金等の制度要綱の規定で、事業実施に伴う効果の検証を行い、その結

果を国に報告することになっている。資料Ｎｏ.３と同様に示している。

順調に推移している場合は青色で全部で４指標、改善はしているものの

スピードが遅いものは黄色で７指標、後退しているものは赤色で９指標。

事業ごとに開始年度が違う。平成２８年度からの事業がＮｏ１、平成２９

年度からの事業がＮｏ２、Ｎｏ３、令和元年度からの事業がＮｏ４、令和

２年度からの事業がＮｏ５、Ｎｏ６。Ｎｏ１以外の事業が来年度以降も引

き続き進捗管理し国に報告する。黄色もしくは赤色の指標のある各事業

について担当の部長から説明する。 

 

資料４「地方創生交付金等活用事業に係るＫＰＩ」の説明 

産業環境部長 １  新たな客層開拓に向けた観光拠点性事業  

          ラポーゼかわだ宿泊数 Ｒ２ ３４１８人。平均５～６千人である。コ

ロナ禍で閉館等を余儀なくされた。県外客が利用できず。 

          体験施設利用者数 体験者数 Ｒ２ １３０２人。例年１万人の利用。

コロナ禍で閉館等や利用時間の短縮等を余儀なくされた。内容は、そば打

ち、ピザ、パン焼き等の体験など。 

          総売り上げ額 ７２４８．５万円で、例年の１億５千万程度に比べ大き

く減った。コロナ禍で閉館等や利用時間の短縮等を余儀なくされた。 

産業環境部長 ２  めがねのまちさばえ次世代産業支援事業 

          産地業界アンテナショップ（東京、鯖江）、うるしの里会館の来場者数 

１６９６９０人。うるしの里会館だと例年８～９万人が４万６千人、めが

ねミュージアムの例年２０万人だが１１万人、グラスギャラリー通常７

千人だが３５００人。 

          ウエアラブル情報端末など成長産業分野商談件数 １６件商談成立目

標には到達していない。 

          本市産医療機器の試験採用件数 医療分野眼鏡技術の参入している。 



シャルマン １００件実績。輸出ができにくいため。 

          本市産医療機器の受注額 ９５４万円 ５億以上の受注があるが、伸び

率は低い。コロナの栄養もあるが、外国産が強い。 

健康福祉部長 ３ 生涯活躍のまちの推進に資する世代交流の拠点施設の整備事業 

          神明苑の宿泊数 コロナの影響 ４月から６月に全館休館した。県外往

来の規制でキャンセル発生して、１４７６人と大きく目標を下回った。 

          体育施設 感染対策を実施し営業したが、４月から６月に全館休館や人

数制限での利用などによって１０５８０人となった。 

          総売上数 利用者数の減少に加え、法事、宴会の売り上げがなかった。

６２２４万円となった。 

産業環境部長 ４  新ふるさと県民の地域貢献促進事業 県管理の KPI 

          地域プロジェクトに参加する県外在住者数（関係人口） Ｒ２は８９人。

県の関わり方エキスポの参加者数。オンラインで街をつなぐ。地域の良さ

を知ってもらう。 

          企業訪問ツアーに参加する大学生等 市の事業を県が活用。育職住ツア

ー、鯖江の住みやすさ、働きやすさを実感する事業。コロナ禍で実施でき

ず。０人 

          ソーシャルビジネス 若狭ソーシャルビジネスカレッジ２０２０を 

７回実施。 地域の姿をビジネスにつなげる取組み。 

          移住者数 １８４人の実績。９００人の目標 県全域の数値をまとめて

いる。 

政策経営部長 ５ 女性活躍・SDGｓ推進による世界のめがねの聖地ＳＡＢＡＥ確立事業 

推進センターを中心とした活動 

          女性活躍推進事業採択数 多様な働き方事業所への補助金として時短

勤務等を実施する中小企業への補助 補助採択数 ９件に向けている 

１件の結果 

産業環境部長 ６ 伝統工芸後継者育成産地連携プロジェクト 県管理の KPI 

伝統工芸施設や産業観光イベント来場者数 ２５万人 目標の約半分。

うるしの里会館、RENEW 越前和紙の里やナイフビレッジ、陶芸村、越前

市蔵の辻や箪笥町、テオヤンセンの来場者数を計上。 

          海外市場については県が調査中。 

政策経営部長    全体総括 

          地方創生推進交付金についても、総合戦略同様、新型コロナウイルス感

染拡大の影響を大きく受けた。多くの指標が目標に到達できていない。さ

らに今年度においても引き続きコロナ禍の渦中にあり、昨年までではな

いものの大きく影響を受ける。 

事業№１については３指標全てが事業前よりも減少していることから、今年度は「地方創生に

効果がなかった」 

事業№２については、４指標の内１つが事業前よりも減少し、残り３指標は目標に達しなかっ



たものの事業前から増加していことから、今年度は「地方創生に効果があった」 

事業№３については３指標全てが事業前よりも減少していることから、今年度は「地方創生に

効果がなかった」 

事業№４については、４指標の内１つが事業前よりも減少し、残り３指標は目標に達しなかっ

たものの事業前から増加していことから、今年度は「地方創生に効果があった」 

事業№５については、４指標の内１つが目標に達しなかったものの事業前から増加し、 

残り３指標は目標を達成していることから、今年度は「地方創生に相当程度効果があった」 

事業№６については、３指標の内１つ目が事業前よりも減少し、２つ目が目標を達成しているが、 

残りの３つ目の指標についは、福井県が実績を調査中とのことで全体の評価はできない。 

今回の結果では、１６指標の内１５指標がコロナの影響を受けている。国への報告は、そのあ

たりの事情を付した形で報告する。 

 

質疑応答 

委員１       コロナ禍にあってもこのまま目標を変えないのか。コロナが収まってい

ないのでは無理ではないか。目標との乖離が大きい。 

政策経営部長    指標についてのご意見。そのとおりコロナの影響で明らかに目標に達し

ない。現実に基づいて指標を見直すということも事務局としても考えて

いるが、Ｒ２と今年Ｒ３の状況を見て、目標自体を検証させていただいて、

来年度の推進会議で案を出していきたい。 

総務部長      提案型市民主役事業 R３は大幅に減っている。コロナの影響も合わせ、

予算の確保が困難であった。コロナの終息にむけて、市の予算編成に財政

的に余裕が出たら、リプレイスできる可能性がある。 

委員１       市民主役事業を変更せずに１２０を維持してもらえるのはうれしい。 

６４の福武線利用者数で通勤は減っていない。とすると、コロナ禍にお

いてリモートワークが進んでいないと思われる。そうすると８番の若者が

働きやすい環境が充実している割合につながっていくと思う。環境が大き

く変わっている。変えるべきところは変えるべきで、加味して入れていく

べきと思う。耐震改修 空き家対策についても指標があるといいと思う。

２１の指標は、市が具現化するという意味なのか？ 

委員２      ４２の放課後児童クラブ数は増えているが、児童が何人いるのか知りたい。 

健康福祉部長   数字を持っていないので調べます。後ほどお答えします。 

委員３      他の市町の総合戦略の会議に出ている。どこも観光客が大幅に減っている。

アフターコロナ、ウィズコロナを取り入れているところもある。 

産業環境部長    鯖江市でもワーケーションにも取り組んでいる。 

委員３       鯖江市も観光に力を入れて、乗り遅れないようにしてほしい。 

委員４       道の駅について聞きたい。来場者が減っているのは理解できるが、客単

価はどうなっているのか。また、他の道の駅との差別化はどうなっている

のか。 



都市整備部長    売上については R１と R２で比較しても大きく下がっていない。利用者

は減っているが、客単価上がっている。R３も利用者数は減っているが、

並行してい減っていない。他の道の駅との差別化んついては、西山公園と

いう特色、動物園など全体でグッズ販売など、相乗効果を出して、他の道

の駅との差別化を図っている。 

委員５       コロナの影響がすべてマイナスではない。KPI について、コロナでマイ

ナスをプラスにする指標ができればいいと思っている。２０番の若者の

社会減の抑制について、マイナス５２を出発点でかんがえると大きく＋

と思う。黄色評価であるが、コロナによって若者の県外への流出が減った

と考えられる。コロナのプラス面ではないかとも思う。 

政策経営部長    先生の言う通り、検証して表現方法を検討していく。プラス評価はあり

がたい。 

健康福祉部長    放課後児童クラブの人数 ５月１日 ９１８名登録 夏休み 直営の

み４８１名申し込みとなっている。この人数がどうなっているのか、去年

と今年の比較が知りたい。 

会長        意見ありがとうございます。コメントとして。皆さんご指摘のコロナに

関してですが、行政の皆さんも懸命に取り組んでいることを前提に申し

上げます。 

          ２４ ２５ 相談は減ったが、HP は増加というのは、コロナ禍がすべ

て悪いわけではなく、アプローチを考え直していく。出向くことはできな

いのでＨＰで情報を取りに行くということで、非常に興味を持たれてい

ることがわかる。コロナによって地方移住を考えている人増えている。 

          R６に受けては、始まったばかりなので、見直しを実施していかないと

いけない。コロナのように大きな変動の時期を急に迎えた。今の段階で着

手すべき。観光の点、アジア観光客を流入は今の情勢では難しい。富裕層

などを招き入れるなどターゲットを見直すことも必要ではないかと思う。

来年度に向けて指標を見直していただければ市民も納得されると思う。 

事務局     閉会。 

 

 


